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【２０１９年度スローガン】 
 

信じる。挑む。 
〜「⾃分次第」が導く価値づくり〜 

 

【基本理念】 
 

可能性を求め続けよう、とことんまで。 
⾏動を積み重ねよう、ひたすらに。 
つながりと希望溢れる未来へ向けて 
時代を切り拓くタフな挑戦者であれ 

 

【基本⽅針】 
 

１．JC の魅⼒と価値を誰もが共有する会員育成と会員拡⼤ 

２．時代を切り拓く地域ビジネスの活性化 

３．つながりと希望溢れる⻘少年育成 

４．伝統と挑戦が調和する文化振興 

５．多様性を包括する組織運営と躍動⼒⾼まる会員間交流 
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☆ ＝ 常任理事者 6 名 ☆

◎ ＝ 理事者 10 名 ☆

正会員数 25 名 ☆

賛助会員 1 社 ☆

☆

☆ ☆

◎

☆ ☆ ☆

◎ ◎ ◎ ◎ ☆

◎ ☆

◎

◎

高橋　慶多

未来共創委員会

委員長

紺野　兼如

副委員長

山端　博

運営幹事

高松　政司

公益社団法人　十和田青年会議所
2019年度　組織図（案）

力石　優

室長兼専務理事

育成運営室未来共創室

室長兼副理事長

中野　隆生

室長兼副理事長

文化協働室

理　事　長

事務局

財政局長

竹ケ原　祥一

高橋　慶多

中野　隆生

選ばれる青森構築委員会副委員長

下川原　勝義 委　員

青森デザイン委員会

田中　泰朗

委　員千葉　千絵

局　長事務局長

文化協働委員会

委員長

小関　英賢

委　員

事務局

青森強靭化委員会

事務局次長 似鳥　友理

挑戦するLOM支援委員会

安西　直軌委　員

東北地区協議会

東北ゼミナール委員会

委　員

東北青年フォーラム運営委員会

直前理事長

青森ブロック協議会太田　格道
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総　　会

監　事

舛舘　大一

水尻　和幸

南部州デザイン会議

副議長 太田　格道

評議員 国分　聡

理　事 中野　隆生

委　員 岡山　拓也

力石　優

畑山　寿成

小原　達郎塾　生

小原　達郎

副局長

畑山寿成

委　員

阿部　拓臣

理　事　会 阿部　拓臣

選ばれる青森構築委員会

副会長 太田　格道

拡大開発局

国分　聡

紺野　兼如

田中　泰朗

青森強靭化委員会

運営幹事

深堀　貴幸 田中　啓史

大栁　泰平

齋下　了介

アカデミー大学

委　員

総務委員会

竹ケ原　祥一

塾　生 大栁　泰平

塾　生賛助会員

東北電力

運営幹事

酒田　志緒美

安西　直軌

事務局兼財政局次長

似鳥　友理

委　員

成田　啓一

岡山　拓也
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会員異動状況（２０１９年１２月３１日現在） 
 

正会員 ２３名 

氏 名 勤 務 先 異動状況 
阿部 拓臣 医療法人芳和会 阿部クリニック  
安⻄ 直軌 和海  
太田 格道 有限会社アート印刷 2019 年 12 月 31 日卒業 
大栁 泰平 大栁新聞店 2019 年  1 月 10 日入会 

2019 年 12 月 31 日卒業 
岡山 拓也 株式会社 WAND  
小原 達郎 有限会社ふたば 2019 年 12 月 31 日卒業 
国分 聡 有限会社プロスクリーン  
小関 英賢 有限会社小関麺興商事  
紺野 兼如 合同会社ぶりんぐあっぷのぎく弁当  
齊下 了介 株式会社エイ・ジェイ・アイ  
酒田 志緒美 ナイトインスキャンダル 2019 年 12 月 31 日卒業 
下川原 勝義 有限会社下川原ガラス  
高橋 慶多 株式会社みちのくアイケアプラットホーム  
竹ヶ原 祥一 南部建設株式会社  
田中 泰朗 田中商工株式会社  
田中 啓史 田中建設株式会社  
千葉 千絵 明治安田生命相互会社  
中野 隆生 有限会社中野自動車整備工場 2019 年 12 月 31 日卒業 
米内山 友理 有限会社ニタドリ  
畑山 寿成 畑善工務店 2019 年 12 月 31 日卒業 
深堀 貴幸 株式会社エーアンドジー  
山端 博 株式会社ふじの  
力石 優 りきいし登記測量  
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入会者 １名 

氏 名 勤 務 先 異動状況 
大栁 泰平 大栁新聞店 2019 年 1 月 1０日入会 

 

休会者 ０名 

退会者 ２名 

氏 名 勤 務 先 異動状況 
髙松 政司 タカマツヘアアンドライフ 2019 年 12 月 28 日退会 
成田 啓一 県南環境保全センター（株） 2019 年 12 月 28 日退会 

 

卒業生 ６名 

氏 名 勤 務 先 異動状況 
太田 格道 有限会社アート印刷 2019 年 12 月 31 日卒業 
大栁 泰平 大栁新聞店 2019 年 12 月 31 日卒業 
小原 達郎 有限会社ふたば 2019 年 12 月 31 日卒業 
酒田 志緒美 ナイトインスキャンダル 2019 年 12 月 31 日卒業 
中野 隆生 有限会社中野自動車整備工場 2019 年 12 月 31 日卒業 
畑山 寿成 畑善工務店 2019 年 12 月 31 日卒業 

 

特別会員 １９８名 

賛助会員 １名 
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氏　　　　　　名 生　　年　　月　　日 物　　　　　　　故 勤　　　務　　　先 備　　　　　　　考

田　中　和　宏 昭和16年　3月19日 昭和50年11月28日 　十和田タクシー（株）

高　橋　康　男 昭和　9年10月27日 昭和53年　2月21日 　高橋うどん店 第１４代理事長

岩　間　迪　明 昭和16年　9月12日 昭和54年11月　３日 　（株）岩間印刷所 第２０代理事長

三　浦　　　明 昭和　9年　6月13日 昭和58年　１月23日 　（株）ツタヤ工業 第１３代理事長

伊　藤　文　雄 昭和10年　2月13日 平成　2年　3月26日 　むら福菓子点 第１５代理事長

村　木　邦　夫 大正11年　9月16日 平成　3年　8月30日 　村木薬品（株） 初 代 理 事 長

石　川　　　敏 大正12年12月15日 平成　7年10月　9日 　石川不動産管理（株） 第２・３代理事長

益　川　昌　彦 昭和　7年10月24日 平成　7年10月　9日 　益川商事（株） 第９・１０代理事長

佐々木　孝　志 昭和17年　8月　6日 平成13年　6月12日 　ネノコウジ

浅　原　善　康 昭和　3年12月16日 平成14年　2月　1日 　浅原歯科医院

向中野　由　吉 昭和14年12月11日 平成14年　4月　2日 　（株）三本木タクシー 第２２代理事長

小山田　芳　朗 昭和14年　3月　1日 平成15年　3月　5日

安　藤　博　通 大正13年　2月25日 平成16年　5月24日 　安藤産婦人科 第５・６代理事長

杉　本　圏　一 昭和17年　9月　9日 平成17年　3月　8日 　（有）ﾓｰﾄﾞショップとーわ

稲　本　重　二 昭和21年10月13日 平成17年　9月23日

稲　本　純　一 昭和11年　5月26日 平成18年　3月15日 　稲本商事（株） 第１２代理事長

秋　元　雄　一 昭和21年10月　7日 平成20年　3月27日

中川原　誠　三 昭和26年12月29日 平成20年　9月13日

藤　森　　　剛　 昭和17年　9月24日 平成21年　3月14日 第２１代理事長

苫米地　伸　泰 昭和36年　7月26日 平成22年12月24日 　トマベチ（株）

大　友　英　治 昭和　9年　8月31日 平成24年　3月10日 　大友陶器店

小笠原　重　二 昭和23年　5月　5日 平成25年　9年16日 　（有）小笠原国雄商店

気　田　正　太 昭和49年　2月25日 平成26年　1月10日 　日商（株）

平　野　良　三 昭和21年　2月　4日 平成26年11月　4日 第２８代理事長

深　瀬　新二郎 昭和　3年12月10日 平成26年12月26日 　深瀬商会 第７代理事長

似　鳥　広　恭 昭和29年11月　7日 平成27年1月13日 　（有）ニタドリ 第３８代理事長

松　橋　正　義 昭和11年　4月　3日 平成29年2月24日 松橋（株）

物　　　　故　　　　会　　　　員　　　　名　　　　簿
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所 属 し て い る 団 体 役  職

諸 団 体 出 向 一 覧 表
（順不同）

奥入瀬クリーン対策協議会

十和田地区（市）交通安産協会

太素顕彰会

⻘少年育成十和田市⺠会議

十和田市生涯学習推進会議

十和田国際交流協会

「小さな親切」運動十和田支部

十和田市明るい選挙推進協議会

十和田市生活環境保全審議会

十和田市⻘少年育成協議会

十和田市中心市街地活性化協議会

十和田市ふるさと資源活用実行委員会

十和田市ふるさと資源活用実行委員会

十和田市セーフコミュニティ策定部会

十和田市生涯健康作り推進協議会

委       員

委       員

会       員

委       員

理         事

役        員

役       員

推 進 委 員

委        員

会        員

賛 助 会 員

委        員

委        員

委        員

役   員
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総会の種類   第１３回定時総会 
開催場所    十和田富士屋ホテル 3 階 太素の間 
開催日時   ２０１９年２月２８日（木）１８時３０分から 
総社員数  ２８名 
総社員の議決権の数   ２８個 
出席した社員数     ２３名うち、委任状出席３名 
出席した社員の議決権数 ２３個 
出席代表理事      太田格道 
出席理事        太田格道、国分聡、石川隆大、中野隆生、田中泰朗、 
    似鳥友理、米内山和正、力石優、竹ケ原祥一、田中啓史 
出席監事        舛舘大一、石田朋也 
 
第 1 号議案 ２０１８年度事業報告承認の件 
第 2 号議案 ２０１８年度収支決算報告承認の件 

２０１８年度監査報告の件 
第３号議案 ２０１９年度理事者選任(案)の件 

理事 太田格道、理事 国分聡、理事 力石優、理事 中野隆生、 
理事 高橋慶多、理事 竹ケ原祥一、理事 千葉千絵、理事 小関英賢、 
理事 紺野兼如、理事 小原達郎 

第４号議案 ２０１９年度監事選任(案)承認の件 
      監事 水尻和幸 
第５号議案 ２０１９年度監事報酬(案)承認の件 
      外部監事 舛舘大一 ２０１９年度監事報酬 無報酬 
      外部監事 水尻和幸 ２０１９年度監事報酬 無報酬 
第６号議案 （公社）十和田⻘年会議所 定款変更（案）承認の件 
上記の議案を審議可決した。 
 
 
 
総会の種類   ７月臨時総会 
開催場所    十和田富士屋ホテル ３階太素の間 
開催日時   ２０１９年７月１６日（火）午後 6 時 30 分から 7 時 30 分 
総社員数  ２５名 
総社員の議決権の数   ２５個 
出席した社員数     ２４名 うち、委任状出席 ９名 
出席した社員の議決権数 ２４個 
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出席代表理事      国分聡 
出席理事        国分聡、太田格道、力石優、中野隆生、高橋慶多、竹ヶ原祥一、 

紺野兼如、千葉千絵、小原達郎 
出席監事        舛舘大一、水尻和幸 
 
第１号議案 ２０２０年度理事⻑候補者選任(案)承認の件 

選挙の結果、力石優君が８票、田中泰朗君が５票、似鳥友理君が１票、高橋慶多君が１票
となり、過半数の票を得た力石優君が２０２０年度理事⻑候補者として選任された。 
 
 
 
総会の種類       第１４回定時総会 
開催場所    十和田商工会議所 5 階会議室 
開催日時   令和元年 11 月 22 日（金）午後 6 時 00 分から午後 6 時 35 分 
総社員数  25 名 
総社員の議決権の数   25 個 
出席した社員数     21 名 うち、委任状出席 7 名 
出席した社員の議決権数 21 個 
出席代表理事      国分聡 
出席理事        太田格道、国分聡、力石優、竹ケ原祥一、千葉千絵、小原達郎、 
    中野隆生、紺野兼如、小関英賢、高橋慶多 
出席監事        舛舘大一、水尻和幸 
 
第 1 号議案 2020 年度基本計画（案）承認の件 
第 2 号議案 2020 年度収支予算（案）承認の件 
上記の議案を審議可決した。 
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事 業 名  １月例会 新年祝賀会 
実 施 日 時  ２０１９年１月２２日(火)  

特別会員総会 １７：３０〜１７：４５   
  新年祝賀会  １８：３０〜２０：３０  
実 施 場 所 富士屋グランドホール      
  新年祝賀会会場   ２階 平安の間Ａ      
  特別会員総会会場  １階 八甲田・奥入瀬の間   
参 加 人 数 特別会員２５名 来賓５６名 来訪ＪＣ４４名 正会員１９名  

合計 １４４名  
担当常任理事  育成運営室室⻑ 兼 専務理事 力石 優 
事 業 担 当 者  拡大開発局副局⻑ 田中泰朗 
 
事業実施に至る背景 

十和田⻘年会議所は創⽴以来、多くの⽅々との関わりによってその歴史を紡いできまし
た。２０１９年度のスタートにあたり、地域の⽅やお世話になった⽅々や諸団体、同志であ
る各地会員会議所メンバー、尊敬する先輩諸兄に十和田⻘年会議所の２０１９年度のビジ
ョンや謝意を示し、活発な交流を図れる事業を開催する必要があります。 

 
事業目的（対外） 

来賓・特別会員・来訪ＪＣ及び関係諸団体様の皆様に２０１９年度十和田⻘年会議所の体
制やビジョンを示し、交流を深め今後の更なる支援・協力を賜ることを目的とする。 
 
事業目的（対内） 

来場者と交流を深め今後の円滑な JC 運動を目指すとともに、２０１９年度十和田⻘年会
議所のビジョンを共有し、活動意欲を湧きあがらせることを目的とする。 
 
委員⻑所⾒ 

本年の新年祝賀会は、来賓のアテンドや祝賀会での挨拶回りなど、メンバーが積極的に動
いたことで、他ＬＯＭの新年会にはない活気ある新年祝賀会を開催することが出来ました。
ありがとうございました。 

本事業は、対外的な外部へ新年度の十和田ＪＣを発信する、来賓を精一杯おもてなしする
ことで、今年度の運営をスムーズに行うという分かりやすい目的があります。しかし、おも
てなしをすることは対外的な目的であって、最も重要な対内的な目的が明確に示されてい
なかったなと感じました。祝賀会の食事やお酒を楽しむことや仲のいい来賓と話すことが
目的ではなく、おもてなしやアテンド、慣れない挨拶回りなど、この事業を利用して、自身
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の成⻑に繋げることが本来の目的のはずです。しかし、近年、この対内的な目的は、来賓を
おもてなしするということが全面に出すぎており、そのおもてなしの努力のあとにくる本
当の目的を明確に示していなかったように思います。今後はしっかり成⻑という対内目的
を示し、なぜ仲間内だけで飲食することがこの事業においては不正解なのかをしっかり伝
える必要があると思います。 
 
事 業 名 ２月例会 第１３回定時総会 
実 施 日 時 ２０１９年２月２８日（木） 

第１３回定時総会 １８：３０〜１９：１９ 
        臨時理事会     １９：２５〜１９：３５   
        懇親会       １９：４０〜２１：５０  
実 施 場 所 十和田富士屋ホテル ３階 太素の間 
参 加 人 数 特別会員 総会８名（懇親会１２名） 正会員２０名 
担当常任理事 副理事⻑ 兼 ⽂化協働室室⻑ 中野隆生 
事 業 担 当 者 ⽂化協働委員会 委員⻑ 小関英賢 
 
事業実施に至る背景 

２０１９年度スローガン 信じる。挑む〜「自分次第」が導く価値づくり〜のもと、正会
員一同が今年一年の目標を一つにするに当たって、２０１８年度の決算報告及び事業報告
という前年度の総括を行い今後の JC 運動に継承していく必要があります。明るい豊かな社
会実現また、自分次第が導く価値づくりに向けての２０１９年度の新体制を発足するため、
新しい監事と十和田⻘年会議所の運動の要となる理事者を決める必要があります。 

 
事業目的（対外） 

２０１８年事業の決算・事業を特別会員の諸先輩⽅に報告することにより昨年のご支援
とご理解して頂いたことに感謝をし、本年度スローガン 信じる。挑む〜「自分次第」が導
く価値づくり〜のもと、十和田⻘年会議所の運動に対して更なるご支援とご理解、ご協力の
お願いただくことを目的とする。 
 
事業目的（対内） 

十和田⻘年会議所の運営の中核となる理事者、また我々正会員にご指導して頂く監事を
選任し、円滑な JC 運動が行われることを目的とする。また本年度スローガン 信じる。挑
む〜「自分次第」が導く価値づくり〜のもと、正会員の思いを一つにすることを目的とする。 
 
委員⻑所⾒ 

今回、第１３回定時総会を担当させて頂きました。今年度は総務委員会がなく全体で総会
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を運営していこうとの試みでした。毎年２月に開催される総会は２０１８年の事業報告・決
算。２０１９年度の新体制が決まる総会であり、前年度専務理事を務めた私自身がこの総会
の深くかかわれた事は非常に考え深いものとありました。２０１８年度の締めくくりとな
る総会を運営させて頂いた事は本当の意味での新体制へのスタートであり新しい事へ挑み。
挑戦していくことができる一つのきっかけと思っております。総会にて承認された理事者
１０名が十和田⻘年会議所の運動の中⼼となって自分次第が導く価値づくりができること
を信じ、私自身の所⾒とさせて頂きます。ありがとうございました。 
 
 
事 業 名 ３月例会 拡大育成事業「０から１へ 〜ＪＣの魅力、拡大の意義〜」 
実 施 日 時 ２０１９年３月１３日（水）１８：００ 〜 ２１：００ 
実 施 場 所 市⺠交流プラザ「トワーレ」 展示室 
参 加 人 数 正会員１３名 （セレモニー９名 第１部 １３名 第２部 １２名） 
担当常任理事 専務理事 兼 育成運営室室⻑ 力石 優 
事 業 担 当 者 拡大開発局局⻑ 小原達郎 
 
事業実施に至る背景 
 十和田⻘年会議所の会員数の推移を⾒ると、３年前に４８名だった会員数も、現在は２５
名以下まで減少しています。また、２０１９年度に卒業するメンバーは、６名（３月７日現
在）となっており、近年の卒業生も含め、ＪＣ歴が⻑いメンバーや常任理事・理事などを務
めあげＪＣの中⼼を担ってきたメンバーの多くが卒業し、現役はＪＣ歴が浅いメンバーの
割合が増えています。２０１７年には新入会員４名、２０１８年には新入会員３名と近年を
みても、卒業生が新入会員を上回っている状況にあります。 
 
事業目的（対外）なし 
 
事業目的（対内） 

会員一人ひとりが会員拡大と会員育成に向けて意識向上し、利他の⼼と挑戦⼼に溢れた
JAYCEE となることを目的とする。 

 
委員⻑所⾒ 

山子様のセミナーや会員拡大について様々な意⾒が出た第 2 部のブレインストーミング
を通じて、私自身もそうだが、新入会員だけでなく、参加したメンバーの殆どが、十和田と
いう地域にとって必要とされる組織であるための必要性、そしてメンバー自身が楽しんで
活動する事ができる環境づくりを進めていければ強い組織ができるということを学ぶこと
が出来たのではないかと思う。 

第２号議案



 
事 業 名 ４月例会 地域ビジネス活性事業 

「時代を切り拓け！僕らの街が変わる瞬間！」 
実 施 日 時 ２０１９年４月２６日（金） 
実 施 場 所 十和田市東コミュニティセンター 大ホール 
参 加 人 数 正会員１５名 十和田市議会議員１０名 十和田奥入瀬観光機構５名 

商工会議所⻘年部１名 ウマジン１名 
担当常任理事 副理事⻑ 兼 未来共創室室⻑ 高橋慶多 
事 業 担 当 者 未来共創委員会 委員⻑ 紺野兼如 
 
事業実施に至る背景 
近年、十和田市では市の政策による十和田市現代美術館をはじめとする観光ビジネスが成
果を上げ観光客推移が増加の傾向をたどっています。その一⽅で十和田市の人口は少子化
や県外へ若者の流出によって減少の傾向に向かっています。このことから観光客を対象に
した地域に存在する様々なビジネスとの結びつきを行っていかなければならない。 
 
事業目的（対外） 
十和田市を牽引する各団体関係者の意⾒を聞き、様々な角度から十和田市の現状を把握し
⾒識を広げてもらうことを目的とする。 
 
事業目的（対内） 
メンバーには、この例会を通じて十和田市の現状を知ってもらうとともに、様々な視点から
⾒た新たな十和田市の魅力を知るきっかけの一助としてもらい、また対外対象者との繋が
りを深めてもらい、自身のビジネスや地域の貢献に役⽴ててもらうことを目的とする。 
 
委員⻑所⾒ 
 初めての例会で、テーマも「ビジネス」と難しい課題だったので苦労しましたが委員会メ
ンバーの助言を参考にして乗り越える事が出来ました。また初めて、十和田市会議委員の
⽅々や奥入瀬観光機構などの外部を交えた事業で、多くの参加者の⽅々と十和田市の魅力
や今後の課題を話し会うことが出来ました。地域ビジネス活性には、個人のスキルアップ、
各関係団体との連携が不可欠と感じた例会で、その為の基盤となる土台ができたと思う。今
後は今回の例会で出来た外部との繋がりを生かして個人のスキルアップに特化したセミナ
ーや各関係団体とイベントを共催したり、様々な⽅向性の地域ビジネス活性化の取組を行
ってみたいと思いました。最後に、当事業に賛同頂いた各外部団体の皆様。当日ご協力頂い
たメンバーの皆様ありがとうございました。 
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事 業 名 ５月例会 お祭り交流事業 「ミニお祭り交流会」 
実 施 日 時 ２０１９年５月１７日（金）  

協議会 １８：３０〜１９：００ 
交流会 １９：１０〜２０：４５ 

実 施 場 所 協議会 十和田商工会議所 １階イベントホール 
  交流会 十和田商工会議所 屋外駐車場 
参 加 人 数 正会員１５名、お祭り団体大人５０名、子供３０名 
担当常任理事  副理事⻑ 兼 ⽂化協働室室⻑ 中野隆生 
事 業 担 当 者 ⽂化協働委員会 委員⻑ 小関英賢 
 
事業実施に至る背景 

近年、経済状況の変化や少子高齢化による後継者不足、情報技術の発展や人工知能の実用
化など、我々を取り巻く環境は大きく変貌しており、会員の社会生活における価値観も多様
化しているのが実情です。その価値観の尊重と共有によりお互いの理解を深めることで、対
等な⽴場において活動することが可能となり、より団結力のある組織作りに繋がると考え
ます。よって、会員が減少傾向にある今こそ会員間の交流の場を設け、会員同士の親睦を深
める必要があります。事業の中でも一番の団結力が必要であるお祭り広場を意識し、お祭り
広場の関係団体を交えたミニお祭り交流会を開催します。 
 
事業目的（対外） 
⻘年会議所とお祭り参加団体の繋がりを持たせることで結束力を高め、お祭り広場の永続
的な運営のご理解ご協力をいただく。協議会と懇親会に参加してもらうことで、人と人が触
れ合う場を設け一体感を作り上げる。 
 
事業目的（対内） 
会員同士が交流する場を設けることにより、JC 活動に対する思いやお互いの価値観や目標
が共有でき、更なる団結力の向上と友情の構築に繋がる。また、新しい事業に皆で挑戦する
ことによる自⼰成⻑と、正会員自らが来場者への振る舞いを行うことにより、利他の⼼の共
有と奉仕の⼼を醸成し会員同士の信頼を育み、より強固な組織運営に繋げることを目的と
します。 
 
委員⻑所⾒ 
 今回の交流事業は、例年行っている懇親会とは違うスタンスで実施しました。会員間交流
事業であることが一番の目的だったため、会員間が交流できるお祭り事業は何かと考えた
結果、お祭り参加団体を招き、共同作業を伴うブース出店を行うことによりメンバー同士の
親睦が深まるのではないかと思い、本事業を開催しました。しかし、関係団体との親睦会も

第２号議案



兼ねるという複雑な内容であったため、本来の目的である会員間交流が薄れ、誰のための会
なの、何のために行うのかが明確に伝えることができず、結果としてメンバーの動きを悪く
してしまったと思っています。たま、平日の早い時間からの開催と言うこともあり、集合で
きるメンバーが限られていたこと、全体への説明の時間がとれなかったことなども、反省す
るべき点と考えています。今回のブース出展は自分にとっては難しいことではなかったの
ですが、普段行ったことがない⽅にとっては未知世界だったかかもしれません。客観的に事
業を⾒ることも大切だと感じました。本事業開催に至るまで、委員会メンバーはもちろん、
正会員、外部業者や関係団体の⽅々に多くのご協力をいただき、何とか遂行することができ
ました。周囲を巻き込み、一つのものを作り上げる難しさ、楽しさを本事業で得ることが出
来ました。本事業は、お祭りの発展だけでなく、地域との繋がり、コミュニケーションの場
として発展的な可能性があると考え、また進化した形で事業が行われることを期待します。 
 
 
事 業 名 ６月例会 わんぱく相撲 
実 施 日 時 第３５回わんぱく相撲十和田場所 ２０１９年６月２３日(日) 
  第３５回わんぱく相撲全国大会  ２０１９年８月４日（日） 
実 施 場 所 第３５回わんぱく相撲十和田場所 十和田市志道館 
  第３５回わんぱく相撲全国大会  墨田区総合体育館 
参 加 人 数 正会員１３名 児童７名 ※全国大会参加なし 
担当常任理事 副理事⻑ 兼 未来共創室室⻑ 高橋慶多 
事 業 担 当 者 未来共創委員会 委員⻑ 紺野兼如 
 
事業実施に至る背景 

人が他人と協調しながら自分の能力を発揮することは、社会が発展するための力となり
ます。子どもは、他人の⼼を理解して協調することや、どのような能力をどのように発展さ
せていくかを学び始める時期にあります。引きこもりやいじめなどに向かってしまう子ど
もたちに対して、理想の自分にチャレンジすることや、他人を思いやることの大切さを子ど
もたちに体感してもらう必要があります。そして、そのような体感の場を大人達が協力して
提供することで、子どもたちに対し、将来地域社会に貢献する⼼を抱かせるきっかけを作り
ます。 

 
事業目的（対外） 

相撲という競技を通じて礼儀を学び、勝つことの喜びや負ける事の悔しさを体験し、勝者
を称え敗者を思いやり、周囲の⽅への感謝の気持ちを育んでもらう。わんぱく相撲を通し子
供達の肉体と精神や感謝する⼼等を育成することを目的とする。 
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事業目的（対内） 
わんぱく相撲に参加する子供・親・指導者たちと接しながら社会教育に関する⾒識を深め

る。大会の準備・開催などを通じて、子供・親・指導者たちと接しながらコミュニティー形
成の必要性を考える機会とすることを目的とする。 
 
委員⻑所⾒ 

今回一番苦労したのは、動員を増やすことだった。さまざまなアプローチを考えたが効果
を得られず、知人に相談し、当会員にも助けてもらい、仲間の大切さと自分一人で抱え込ん
でしまった愚かさに気づきました。目標動員には達せなかったが、事業をすることで当会員
の意識が社会教育の大事さを持続していかなければならないと変化し、コミュニティーの
活性化を取り組んでいかなければならないと目標を構築できた。この事業を通して、肉体、
精神、感謝の⼼を学ぶことを得られたが、参加人数が少ないことで地域に発信するには弱さ
を感じた。参加人数が多く⾒込めるスポーツなどを考察し、⼼技体をたくさんの⻘少年へ伝
えたいという思いが強く残った事業でした。たくさんの応援、協力本当にありがとうござい
ました。 

 
事 業 名 ７月例会 臨時総会 
実 施 日 時 ２０１９年７月１６日（火） 
  １７：３０〜   リハーサル 
    １８：００〜  受付開始 
    １８：３０〜１９：３０ 臨時総会 
    １９：３０〜２１：３０ 懇親会 
実 施 場 所 十和田富士屋ホテル ３F 太素の間      
参 加 人 数 正会員 １５名、特別会員 １１名 
担当常任理事 専務理事 兼 育成運営室室⻑ 力石 優 
事 業 担 当 者 財政局⻑ 竹ヶ原祥一 
 
事業実施に至る背景 

十和田⻘年会議所は地域を明るい豊かな社会にするべく、６３年もの間様々な運動を展
開してきました。２０２０年度も引き続き地域を牽引する組織であり続けるには次年度理
事⻑候補者の選任が必要であります。      
         
事業目的（対外） 

次年度理事⻑候補者の決意表明を確認していただき、次年度以降の⻘年会議所運動への
支援をいただくきっかけとなることを目的とする。 
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事業目的（対内） 
次年度理事⻑候補者のビジョンを確認し、各自が責任ある議決を行うことを目的とする。 

 
委員⻑所⾒ 

委員会メンバーと、会員メンバーの協力があり、大きなミスなく運営ができた。 
選挙という経験したことない設えだったが、委員会でシミュレーションをしっかり行い、段
取りをしたことによって、スムーズに進行が行えた。がしかし、特別会員への気遣いが足り
なかった。席への誘導の段取りができなかったことや、お礼⽂の送付の失念をしてしまった。
この経験を糧にし、視野を広く持って運営できるように次に生かしていきたい。 
 
 
事 業 名 ８月例会 会員間交流事業 

「レッツ！ヨガに挑む 〜お祭り前の⼼身ストレッチ〜」 
実 施 日 時 ８月２３日（金） 

受   付   １８：００〜１８：３０ 
セレモニー   １８：３０〜１８：４５ 
第１部 ヨガ   １９：００〜２０：００ 
第２部 お祭り決起集会 ２０：１５〜２２：００ 

実 施 場 所 第１部 十和田市勤労⻘少年ホーム ２階和室 
  第２部 韓国園 
参 加 人 数 正会員１５名、オブザーバー１名 
担当常任理事 専務理事 兼 育成運営室室⻑ 力石 優 
事 業 担 当 者 事務局⻑ 千葉千絵 
 
事業実施に至る背景 

２０１９年度の（公社）十和田⻘年会議所の活動も上半期事業が終了し、折り返し地点と
なる。９月例会では、十和田市秋まつり中日お祭り広場、１０月例会では⻘少年育成に関す
る公益事業が開催されるなど、継続して活動の活性化を図るために、会員の士気の向上が必
要とされている。 
 
事業目的（対外） 

十和田ＪＣの雰囲気を感じてもらい、入会に繋げることを目的とする。 
 
事業目的（対内） 

会員間での親睦を深め、ＪＣ運動の活性化と会員一人ひとりの躍動感向上を目指すこと
を目的とする。 
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委員⻑所⾒ 

今回の事業はお祭り前の会員間交流事業で、モチベーション向上を目的としていたので、
常日頃、ＪＣ活動、仕事、家庭の両⽴で忙しいメンバー自身のリフレッシュを第一において
本事業を開催しました。⼼身の緊張をほぐし、呼吸に集中することで、体や⼼、意識面にお
いて色々な「気づき」を生み出しやる気アップにつながったのではないかと思います。第二
部では、９月例会の十和田市秋まつり「中日お祭り広場」に向けて決起交流会を行いメンバ
ーの結束を固めることが出来ました。私自身、わんぱく相撲に続き、２回目の事業でしたが、
とても良かったよと言って下さるメンバーもいて非常にうれしかったです。 
 
事 業 名 ９月例会 第４９回十和田市秋まつり中日「お祭り広場」 
実 施 日 時 ２０１９年９月７日（土） １２：００〜２１：００ 
実 施 場 所 薄暮・夜間運航 ： 十和田市官庁街通り  

キッズパフォーマンス ： 中央駐車場 
十和田囃子競演会 ： 中央駐車場予定     

参 加 人 数 正会員１８名 ボランティア４名 
担当常任理事  副理事⻑ 兼 ⽂化協働室室⻑ 中野隆生 
事 業 担 当 者 ⽂化協働委員会 委員⻑ 小関英賢 
 
事業実施に至る背景 

十和田市秋祭りは今年で７０回目となり、当会議所で運営する「中日お祭り広場」は４９
回目を迎える伝統行事となっています。その一⽅、十和田市では少子高齢化が進んできてお
り、秋祭りに参加する若者が減少している団体も⾒受けられます。このままでは、秋祭り自
体の衰退に繋がる可能性もあり得ることから、我々が先頭に⽴って地域を盛り上げていく
必要があります。当会議所も会員が減少傾向にあり運営自体が非常に厳しい中ではありま
すが、関係団体、協賛企業、地域住⺠のご理解を頂けるよう活動し、４８年もの間受け継が
れてきた伝統的な「中日お祭り広場」を５０回目、そしてさらなる未来に繋げるため本事業
を開催します。 
 
事業目的（対外） 

当事業の目的は『十和田市秋まつり』によって、地域の人が集まる場を作り、十和田の⽂
化芸術の素晴らしさに触れる機会を作る事です。具体的には、⽂化芸術に触れる場として、
『薄暮運行・夜間運行』、『十和田囃子競演会』を開催し、伝統⽂化である『十和田囃子』や
『ライトアップされた山車と太鼓車の織り成す運行』の素晴らしさを広く伝えることを目
的とします。 
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事業目的（対内） 
十和田市最大のお祭りである十和田市秋まつり中日「お祭り広場」に携わり、メンバーが

地域の⽂化・人と深く触れ合うことで、十和田の魅力・⽂化を肌で体感し、メンバー各々が
地域や十和田の⽂化の未来についての意識を向上することを目的とします。また、４８回続
いてきた伝統⽂化を継続することの難しさ、先輩⽅から受け継がれてきた知恵・経験・情熱、
市⺠の皆様⽅からのご支援に感謝することでＬＯＭメンバーの意識の共有を図り、より強
固なＬＯＭとなることを目的とします。 
 
委員⻑所⾒ 

４８回も続くお祭り広場ですので、先輩たちをはじめとし関係各団体のご協力もあり全
体的な流れはほぼ完成しており、大きな変更がない限り円滑に進む事業だと感じました。そ
の中で、自分たちの考えや今後の将来を⾒据えた思考を取り入れたりするのは大変な労力
が必要であり、周囲を納得させられる材料が無いと、それを実現するのは難しいです。私達
JC は公益事業として活動していますが、参加団体にとっては自分たちの祭りであり、⽅向
性の違いからお祭りに対する価値観も違うことが分かりました。自分たちが楽しければ良
い、といった団体も少なくありません。そんな様々な人たちと関わることができるお祭り広
場ですので、それぞれの考えがあり、みんなの意⾒を聞きながら１つのお祭りを作り上げる
ことの難しさや楽しさを勉強することが出来る素晴らし事業だと思います。 

毎年少ない人数でのお祭り開催となっています。今年は例年より会員数が少なく参加し
て頂いたメンバーには負担をかけることとなりましたが、それでも一生懸命取り組んでく
れたメンバーには助けられ、私自身のやる気にもつながりました。改めてメンバーの助け合
う力、仲間を信じる力を感じることができました。 

JC の事業は委員⻑が作り上げる物ではなく、委員⻑が舵切りを行い、メンバーの意⾒や
考えを引き出し、１つの物を作り上げる。これに尽きると思います。自分自身にもっと余裕
を持ち、仲間を信じ、託すことも委員⻑の役割だと感じました。どんな事業においても、メ
ンバーの考えは必要であり、意⾒を集約することでより良い物が完成します。振り返ると失
敗も多々ありますが、メンバーとのコミュニケーションを密にして、皆が充実したと思える
事業を行っていけるよう、今後に生かしたいと思います。 
 
 
事 業 名 １０月例会 価値ある新時代で躍動する⻘少年育成事業 
  「食育から未来へ繋ぐ希望溢れる family way」 
実 施 日 時 令和元年１０月２７日（日） 
実 施 場 所 十和田市東コミュニティセンター 大ホール 
参 加 人 数 児童２０名 正会員９名 共催団体４名 保護者２０名  

ボランティア１名 
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担当常任理事 副理事⻑ 兼 未来共創室室⻑ 高橋慶多 
事 業 担 当 者 未来共創委員会 委員⻑ 紺野兼如 
 
事業実施に至る背景 

現在、子どもたちの食の環境や食卓の環境、家族の在り⽅は変化しています。１０年以上
前は、都市部で共働きによる子どもの孤食が問題視されていましたが、今では地⽅でも同じ
現象が起きております。要因には、核家族化の増加や共働きの増加が挙げられます。子ども
たちが 6 つの「こ食」・「孤食」家族が不在で食卓で１人で食べること、「個食」家族がバラ
バラで好みの料理を食べること、「固食」自分の好きな決まったものしか食べないこと、「小
食」いつも食欲がなく食べる量も少ないこと、「粉食」パンやめんなどの粉製品を多く食べ
ること、「濃食」味の濃いものを好んで食べることがあります。例えば「孤食」の場合、好
き嫌いが増えたり、わがままになったり、会話もないので食事のマナーを身につける機会が
なくなってしまいます。また「固食」の場合、好きなものばかり食べることで、身体の成⻑
が妨げられ、協調性が育たなくなってしまうなどの影響が出てきます。子どもたちには、自
⽴の促しと食育の体験学習が必要となります。 
 
事業目的（対外） 

参加者に食育の学びから自⽴を促し、家族の在り⽅の理解を深めてもらうことを目的と
する。 
 
事業目的（対内） 

会員に食育の持続の大事さと理解を深め自らも発信者となってもらうことを目的とする。 
 
委員⻑所⾒ 

今回、職業体験学習を討議の段階で議論していたが、予算や理事⻑の「信じる、挑む」を
念頭に置き、変更することを決めた。そして、委員会で会議を重ね、食育体験事業を計画し
た。内容は私が食育の考え⽅、自分の体を考えるきっかけになった「弁当の日」を何があっ
ても子どもたちや仲間に伝えたいと委員会メンバーに伝え、賛同してもらった。だが、講師
料が１５万円となり事業予算１２万円をオーバーして頓挫しかけたが、常任理事者のアド
バイスや「弁当の日」応援団の支援により、共催にしていただき講師料を折半することで事
業が成⽴することができた。だが、参加者の動員を自力で増やすことができず、たくさんの
⽅々に助けられて動員を増やすことができた。初めてのことをやるにあたり、たくさんの指
摘、アドバイスをうけて人に⽂章で伝える難しさと設えを完璧にすることの重要さを体験
できたこと。委員会、メンバー、地域に支えられて事業が成功できたことに感謝しかありま
せん。参加者の児童も食育に関して気づきがあったり、⽅向性としてはこのまま継続して、
アプローチの⽅法を変えたりしながら食育の持続をしていきたい。 
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事 業 名 １１月例会 第１４回定時総会 
実 施 日 時 ２０１９年１１月２２日(金)  

リハーサル １７：００〜 
受付開始  １７：３０〜 
総  会  １８：００〜１８：３５ 
懇 親 会  １９：００〜２０：４０ 

実 施 場 所 十和田商工会館５階会議室 
参 加 人 数 正会員１４名、特別会員５名 
担当常任理事  副理事⻑ 兼 ⽂化協働室室⻑ 中野隆生 
事 業 担 当 者 ⽂化協働委員会 副委員⻑ 下川原勝義 
 
事業実施に至る背景 

２０１９年度体制から２０２０年度新体制へと変わるのが間近に迫っている時期であり、
公益社団法人十和田⻘年会議所２０２０年度理事⻑候補者の考えの基となる基本計画・予
算等を決議する必要があります。 
 
事業目的（対外） 

特別会員の先輩⽅に２０２０年度の基本計画、年間事業計画、収支予算書をお示しし、次
年度も変わらぬご支援とご理解を賜ることを目的とする。 
 
事業目的（対内） 

２０２０年度の基本計画、年間事業計画、収支予算書を決議し、正会員一同次年度に向け
ての意識統一が図られることを目的とする。 
 
委員⻑所⾒ 

今回定時総会を担当する事になりましたが、昨年のままでは予算が少ない為に開催場所
を考える所から始まりました。会場の予約をして⾒積もりをとりましたが、予想より多くの
予算が必要になってしまったので会場を変更することになりました。開催場所は２０１５
年１１月以来となる商工会館５階となりました。ですがこの場所は準備に人手を割く事が
出来ない今の状況においては結果的に良い⽅向に向かったと思います。案内⽂に不手際が
ありましたが、総会に関しては事前連絡のおかげもあり、早い時間に集まって頂きリハーサ
ルもしっかり行う事が出来ました。皆様のご協力のお陰で無事終わる事が出来,懇親会の場
まで繋ぐ事が出来ました。この度はありがとうございました。 
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事 業 名 １２月例会 卒業式 
実 施 日 時 ２０１９年１２月１６日（月） 
  リハーサル １７：１５〜 
  受付開始  １７：３０〜 
  卒業式   １８：３０〜２０：００ 
  懇親会   ２０：００〜２１：４５ 
実 施 場 所 富士屋グランドホール   
参 加 人 数 正会員１９名、特別会員３０名 
担当常任理事  育成運営室室⻑ 兼 専務理事 力石 優 
事 業 担 当 者  拡大開発局副局⻑ 田中泰朗 
 
事業実施に至る背景 
公益社団法人十和田⻘年会議所の発展にこれまでご尽力いただいた卒業生を⼼から祝福す
る場を設ける必要がある。 
 
事業目的（対外） 

卒業生と所縁ある⽅々と共に、巣⽴ち行く卒業生の歩みを知り、新たな門出を祝福して頂
くことを目的とする。 

 
事業目的（対内） 

⻑年支えあい励ましあってきた卒業生の門出を祝福し、輝かしい未来へと送り出すこと
を目的とする。 

 
委員⻑所⾒ 

手書きの二次会案内のメッセージカードや、卒業生へのメッセージつきのＰＶ、動員、卒
業生余興などを育成運営室のメンバーが中⼼となってしっかり進めたことにより、⼼がこ
もった卒業式とすることができました。１２月の忙しい時期ですが、このような事業に手を
抜かず、大切に実施することで、メンバーの意識向上にもつながるということを感じること
ができました。         
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理事会開催報告 

18・19 合同１月定例理事会 

開 催 日 時 令和元年 1 月 10 日（木）19 時 00 分〜 
会   場 十和田商工会議所 5 階会議室 
出 席 理 事 太田格道、国分聡、中野隆生、田中泰朗、力石優、似鳥友理、竹ヶ原祥一 
出 席 監 事 舛舘大一 
オブザーブ 高橋慶多、小関英賢、紺野兼如、千葉千絵 
協議事項 
１）２月例会 第１３回定時総会開催（案）について 

担当常任理事 専務理事 中野隆生 
上程担当者  専務理事 中野隆生 
 

２）１月例会 新年祝賀会開催（案）について 
担当常任理事 専務理事 中野隆生 
上程担当者  専務理事 中野隆生 
 

３）大柳 泰平 様 入会（案）について 
担当常任理事 財政局⻑ 力石 優 
上程担当者  財政局⻑ 力石 優 
 

審議事項 
１）２月例会 第１３回定時総会開催（案）承認の件 

担当常任理事 専務理事 中野隆生 
上程担当者  専務理事 中野隆生 
関係理事退出 なし 
 

２）大柳 泰平 様 入会（案）承認の件 
担当常任理事 財政局⻑ 力石 優 
上程担当者  財政局⻑ 力石 優 
関係理事退出 なし 
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18・19 合同 ２月定例理事会 

開 催 日 時  令和元年 2 月 7 日（木）19 時 00 分〜 
会 場 十和田商工会議所 5 階会議室 
出 席 理 事 太田格道、国分聡、中野隆生、石川隆大、力石優、似鳥友理、田中啓史 
出 席 監 事 舛舘大一 
オブザーブ 高橋慶多、小関英賢、紺野兼如、千葉千絵 
協議事項 
１）２月例会 第１３回定時総会開催（案）について 

担当常任理事 専務理事 中野隆生 
上程担当者  専務理事 中野隆生 
 

２）第１３回定時総会第１号議案 ２０１８年度事業報告（案）について 
担当常任理事 専務理事 中野隆生 
上程担当者  専務理事 中野隆生 
 

３）第１３回定時総会第２号議案 ２０１８年度収支決算報告（案）について 
担当常任理事 財政局⻑ 力石 優 
上程担当者  財政局⻑ 力石 優 
 

４）第１３回定時総会第３号議案 ２０１９年度理事者選任（案）について 
上程担当者  選挙管理委員会 委員⻑ 田中啓史 
 

５）第１３回定時総会第４号議案 ２０１９年度監事選任（案）について 
上程担当者  選挙管理委員会 委員⻑ 田中啓史 
 

６）第１３回定時総会第５号議案 ２０１９年度監事報酬（案）について 
上程担当者  選挙管理委員会 委員⻑ 田中啓史 
 

７）第１３回定時総会第６号議案 （公社）十和田⻘年会議所 定款変更（案）について 
担当常任理事 財政局⻑ 力石 優 
上程担当者  財政局⻑ 力石 優 
 

８）３月例会 会員育成事業「０から１へ 〜ＪＣの魅力、拡大の意義〜」（案）について 
担当常任理事 財政局⻑ 力石 優 
上程担当者  財政局⻑ 力石 優 
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審議事項 
１）２月例会 第１３回定時総会開催（案）承認の件 

担当常任理事 専務理事 中野隆生 
上程担当者  専務理事 中野隆生 
関係理事退出 なし 
 

２）第１３回定時総会第１号議案 ２０１８年度事業報告（案）について 
担当常任理事 専務理事 中野隆生 
上程担当者  専務理事 中野隆生 
関係理事退出 なし 
 

３）第１３回定時総会第２号議案 ２０１８年度収支決算報告（案）について 
担当常任理事 財政局⻑ 力石 優 
上程担当者  財政局⻑ 力石 優 
関係理事退出 なし 

 
４）第１３回定時総会第３号議案 ２０１９年度理事者選任（案）について 

上程担当者  選挙管理委員会 委員⻑ 田中啓史 
関係理事退出 なし 
 

５）第１３回定時総会第４号議案 ２０１９年度監事選任（案）について 
上程担当者  選挙管理委員会 委員⻑ 田中啓史 
関係理事退出 なし 
 

６）第１３回定時総会第５号議案 ２０１９年度監事報酬（案）について 
上程担当者  選挙管理委員会 委員⻑ 田中啓史 
関係理事退出 なし 
 

７）第１３回定時総会第６号議案 （公社）十和田⻘年会議所 定款変更（案）について 
担当常任理事 財政局⻑ 力石 優 
上程担当者  財政局⻑ 力石 優 
関係理事退出 なし 
 

８）３月例会 会員育成事業 「０から１へ 〜ＪＣの魅力、拡大の意義〜」（案） 
について 
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担当常任理事 財政局⻑ 力石 優 
上程担当者  財政局⻑ 力石 優 
関係理事退出 なし 

 

２月臨時理事会 

会 場 十和田富士屋ホテル 3 階 太素の間 
出 席 理 事 太田格道、国分聡、力石優、中野隆生、竹ケ原祥一、千葉千絵、小関英賢、 

紺野兼如、小原達郎、高橋慶多 
出 席 監 事 舛舘大一 
審議事項 
１）2019 年度理事⻑選任（案）について 

上程担当者  理事 国分 聡 
関係理事退出 なし 

 
２）2019 年度組織図（案）について 

上程担当者  理事 国分 聡 
関係理事退出 なし 

 

３月定例理事会 

開 催 日 時  令和元年 3 月 7 日（木）19 時 00 分〜 
会 場 十和田商工会議所 5 階会議室 
出 席 理 事 太田格道、国分聡、中野隆生、高橋慶多、力石優、小関英賢、紺野兼如、 

小原達郎、竹ケ原祥一、千葉千絵 
出 席 監 事 舛舘大一、水尻和幸 
協議事項 
１）3 月例会 拡大育成事業開催（案）について 

担当常任理事 専務理事 力石 優 
上程担当者  専務理事 力石 優 

 
２）4 月例会 地域ビジネス活性事業開催（案）について 

担当常任理事 副理事⻑ 高橋慶多 
上程担当者  未来共創委員会 委員⻑ 紺野兼如 

 
３）1 月例会 新年祝賀会 決算報告について 
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担当常任理事 専務理事 力石 優 
上程担当者  専務理事 力石 優 

 
４）9 月例会 中日お祭り広場開催（案）について 

担当常任理事 副理事⻑ 中野隆生 
上程担当者  ⽂化協働委員会 委員⻑ 小関英賢 

 
５）5 月例会 お祭り交流事業開催（案）について 

担当常任理事 副理事⻑ 中野隆生 
上程担当者  ⽂化協働委員会 委員⻑ 小関英賢 

 
審議事項 
１）3 月例会 拡大育成事業開催（案）承認の件 

担当常任理事 専務理事 力石 優 
上程担当者  専務理事 力石 優 
関係理事退席 なし 
 

２）1 月例会 新年祝賀会 決算報告(案）承認の件 
担当常任理事 専務理事 力石 優 
上程担当者  専務理事 力石 優 
関係理事退席 なし 

 
３）9 月例会 中日お祭り広場開催（案）一部承認の件 

担当常任理事 副理事⻑ 中野隆生 
上程担当者  ⽂化協働委員会 委員⻑ 小関英賢 
関係理事退席 なし  
  

報告事項 
１）会員拡大について 報告者 専務理事 力石 優 
２）理事⻑活動報告 報告者 理事⻑  国分 聡 
 

４月定例理事会 

開 催 日 時  令和元年 4 月 4 日（木）19 時 00 分〜 
会 場 十和田商工会議所 5 階会議室 
出 席 理 事 太田格道、国分聡、中野隆生、高橋慶多、力石優、小関英賢、紺野兼如、 
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小原達郎、竹ケ原祥一、千葉千絵 
出 席 監 事 舛舘大一、水尻和幸 
協議事項 
１）2 月例会 第 13 回定時総会決算報告（案）について  

担当常任理事 副理事⻑ 中野隆生 
上程担当者  副理事⻑ 中野隆生 

 
２）5 月例会 お祭り交流事業開催（案）について 

担当常任理事 副理事⻑ 中野隆生 
上程担当者  ⽂化協働委員会委員⻑ 小関英賢 

 
３）9 月例会 中日お祭り広場開催（案）について 

担当常任理事 副理事⻑ 中野隆生 
上程担当者  ⽂化協働委員会委員⻑ 小関英賢 

 
４）4 月例会 地域ビジネス活性事業開催（案）について 

担当常任理事 副理事⻑ 高橋慶多 
上程担当者  未来共創委員会 委員⻑ 紺野兼如 

 
５）6 月例会 わんぱく相撲開催（案）について 

担当常任理事 副理事⻑ 高橋慶多 
上程担当者  未来共創委員会 委員⻑ 紺野兼如 
 

審議事項 
１）2 月例会 第 13 回定時総会決算報告（案）承認の件 

担当常任理事 副理事⻑ 中野隆生 
上程担当者  副理事⻑ 中野隆生 
関係理事退席 なし 

 
２）5 月例会 お祭り交流事業開催（案）承認の件 

担当常任理事 副理事⻑ 中野隆生 
上程担当者  ⽂化協働委員会委員⻑ 小関英賢 
関係理事退席 なし 

 
３）9 月例会 中日お祭り広場開催（案）一部承認の件 

担当常任理事 副理事⻑ 中野隆生 
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上程担当者  ⽂化協働委員会委員⻑ 小関英賢 
関係理事退席 なし   

 
報告事項 
１）会員拡大について 報告者 専務理事 力石 優 
２）理事⻑活動報告  報告者 理事⻑  国分 聡 
 

４月臨時理事会 

開 催 日 時 令和元年 4 月 15 日（月）19 時 30 分〜 
会 場 十和田東コミュニティセンター 第一研修室 
出 席 理 事 国分聡、中野隆生、高橋慶多、力石優、小関英賢、紺野兼如、小原達郎、 

千葉千絵 
出 席 監 事 舛舘大一、水尻和幸 
協議事項 
１）4 月例会 地域ビジネス活性事業開催（案）について   

担当常任理事 副理事⻑ 高橋慶多 
上程担当者  未来共創委員会 委員⻑ 紺野兼如 

 
審議事項   
１）4 月例会 地域ビジネス活性事業開催（案）承認の件 

担当常任理事 副理事⻑ 高橋慶多 
上程担当者  未来共創委員会 委員⻑ 紺野兼如 
関係理事退席 なし 
 

報告事項 
１）会員拡大について 報告者 専務理事 力石 優 
 

５月定例理事会 

開 催 日 時 令和元年 5 月 9 日（木）19 時 00 分〜 
会 場 十和田商工会議所 5 階会議室 
出 席 理 事 国分聡、中野隆生、高橋慶多、力石優、小関英賢、紺野兼如、竹ケ原祥一、 

千葉千絵 
出 席 監 事 舛舘大一、水尻和幸 
協議事項 
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１）6 月例会 わんぱく相撲開催（案）について      
担当常任理事 副理事⻑ 高橋慶多 
上程担当者  未来共創委員会 委員⻑ 紺野兼如 

 
２）9 月例会 中日お祭り広場開催（案）について  

担当常任理事 副理事⻑ 中野隆生 
上程担当者  ⽂化協働委員会委員⻑ 小関英賢 

 
３）7 月例会 7 月臨時総会開催（案）について 

担当常任理事 専務理事 力石 優 
上程担当者  財政局⻑ 竹ヶ原祥一 

 
４）選挙管理委員会設置（案）について 

上程担当者  財政局⻑ 竹ヶ原祥一 
 
審議事項 
１）6 月例会 わんぱく相撲開催（案）承認の件 

担当常任理事 副理事⻑ 高橋慶多 
上程担当者  未来共創委員会 委員⻑ 紺野兼如 
関係理事退席 なし 

 
２）選挙管理委員会設置（案）承認の件 

上程担当者  財政局⻑ 竹ヶ原祥一 
関係理事退席 なし 
 

報告事項 
１）会員拡大について 報告者 専務理事 力石 優 
２）理事⻑活動報告 報告者 理事⻑  国分 聡 
 

６月定例理事会 

開催日時  令和元年 6 月 12 日（木）19 時 00 分〜 
会  場 十和田商工会議所 5 階会議室 
出席理事 太田格道、国分聡、中野隆生、高橋慶多、力石優、小関英賢、竹ケ原祥一、千
葉千絵 
出席監事 舛舘大一、水尻和幸 
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協議事項 
１）7 月例会 7 月臨時総会（案）について      

担当常任理事 専務理事 力石 優 
上程担当者  財政局⻑ 竹ヶ原祥一 

 
２）9 月例会 中日お祭り広場開催（案）について  

担当常任理事 副理事⻑ 中野隆生 
上程担当者  ⽂化協働委員会委員⻑ 小関英賢 

 
３）8 月例会 会員交流事業開催（案）について 

担当常任理事 専務理事 力石 優 
上程担当者  事務局⻑ 千葉千絵 

 
審議事項 
１）7 月例会 7 月臨時総会（案）承認の件 

担当常任理事 専務理事 力石 優 
上程担当者  財政局⻑ 竹ヶ原祥一 
関係理事退席 なし 

 
２）9 月例会 中日お祭り広場開催（案）一部承認の件 

担当常任理事 副理事⻑ 中野隆生 
上程担当者  ⽂化協働委員会委員⻑ 小関英賢 
関係理事退席 なし 
 

報告事項 
１）会員拡大について   報告者 専務理事 力石 優 
２）理事⻑活動報告  報告者 理事⻑  国分 聡 
 

７月定例理事会 

開催日時  令和元年 7 月 11 日（木）19 時 00 分〜 
会  場 十和田商工会議所 5 階会議室 
出席理事 太田格道、国分聡、中野隆生、力石優、紺野兼如、小関英賢、千葉千絵 
出席監事 舛舘大一、水尻和幸 
協議事項 
１）9 月例会 中日お祭り広場開催（案）について  
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担当常任理事 副理事⻑ 中野隆生 
上程担当者  ⽂化協働委員会委員⻑ 小関英賢 

 
２）8 月例会 会員交流事業開催（案）について 

担当常任理事 専務理事 力石 優 
上程担当者  事務局⻑ 千葉千絵 

 
３）10 月例会 価値ある新時代で躍動する⻘少年育成事業開催（案）について 

担当常任理事 副理事⻑ 高橋慶多 
上程担当者  未来共創委員会委員⻑ 紺野兼如 

 
審議事項 
１）9 月例会 中日お祭り広場開催（案）一部承認の件 

担当常任理事 副理事⻑ 中野隆生 
上程担当者  ⽂化協働委員会委員⻑ 小関英賢 
関係理事退席 なし 
部分審議内容 来賓及び審査員用案内⽂、メンバー案内⽂ 

 
２）8 月例会 会員交流事業開催（案）について 

担当常任理事 専務理事 力石 優 
上程担当者  事務局⻑ 千葉千絵 
関係理事退席 なし 
 

報告事項 
１）会員拡大について   報告者 専務理事 力石 優 
２）理事⻑活動報告 報告者 理事⻑  国分 聡 
 

８月定例理事会 

開催日時  令和元年 8 月 8 日（木）19 時 00 分〜 
会  場 十和田商工会議所 5 階会議室 
出席理事 太田格道、国分聡、中野隆生、高橋慶多、力石優、紺野兼如、小関英賢、 

小原達郎、千葉千絵 
出席監事 舛舘大一、水尻和幸 
協議事項 
１）5 月例会 お祭り交流事業決算報告（案）について  
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担当常任理事 副理事⻑ 中野隆生 
上程担当者  ⽂化協働委員会委員⻑ 小関英賢 

 
２）9 月例会 中日お祭り広場開催（案）について  

担当常任理事 副理事⻑ 中野隆生 
上程担当者  ⽂化協働委員会委員⻑ 小関英賢 

 
３）価値ある新時代で躍動する⻘少年育成事業開催（案）について 

担当常任理事 副理事⻑ 高橋慶多 
上程担当者  未来共創委員会委員⻑ 紺野兼如 

 
審議事項 
１）5 月例会 お祭り交流事業決算報告（案）承認の件 

担当常任理事 副理事⻑ 中野隆生 
上程担当者  ⽂化協働委員会委員⻑ 小関英賢 
関係理事退席 なし 

 
２）9 月例会 中日お祭り広場開催（案）承認の件 

担当常任理事 副理事⻑ 中野隆生 
上程担当者  ⽂化協働委員会委員⻑ 小関英賢 
関係理事退席 太田格道、国分聡、小原達郎 

 
報告事項 
１）会員拡大について   報告者 拡大開発局局⻑ 小原達郎 
２）理事⻑活動報告 報告者 理事⻑  国分 聡 
 

９月定例理事会 

開催日時  令和元年 9 月 12 日（木）20 時 00 分〜 
会  場 十和田商工会議所 5 階会議室 
出席理事 太田格道、国分聡、中野隆生、高橋慶多、力石優、紺野兼如、小関英賢、 

千葉千絵 
出席監事 舛舘大一、水尻和幸 
協議事項 
１）10 月例会 価値ある新時代で躍動する⻘少年育成事業開催（案）について 

担当常任理事 副理事⻑ 高橋慶多 
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上程担当者  未来共創委員会委員⻑ 紺野兼如 
審議事項 
１）10 月例会 価値ある新時代で躍動する⻘少年育成事業開催（案）一部承認の件 

担当常任理事 副理事⻑ 高橋慶多 
上程担当者  未来共創委員会委員⻑ 紺野兼如 
関係理事退席 太田格道 
部分審議内容 広告デザイン、協賛案内⽂ 
 

報告事項 
１）理事⻑活動報告 報告者 理事⻑  国分 聡 
 
 

１０月定例理事会 

開催日時  令和元年 10 月 15 日（火）19 時 20 分〜 
会  場 十和田商工会議所 5 階会議室 
出席理事 太田格道、国分聡、中野隆生、高橋慶多、力石優、紺野兼如、小関英賢、 

千葉千絵 
出席監事 舛舘大一、水尻和幸 
協議事項 
１）11 月例会 第 14 回定時総会開催（案）について 

担当常任理事 副理事⻑ 中野隆生 
上程担当者  副理事⻑ 中野隆生上 

 
２）12 月例会 卒業式開催（案）について 
担当常任理事 専務理事 力石 優 
上程担当者  専務理事 力石 優 
 
３）10 月例会 価値ある新時代で躍動する⻘少年育成事業開催（案）について 

担当常任理事 副理事⻑ 高橋慶多 
上程担当者  未来共創委員会委員⻑ 紺野兼如 

 
４）7 月例会 臨時総会 決算報告（案）について 

担当常任理事 専務理事 力石 優 
上程担当者  財政局⻑ 竹ヶ原祥一 
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５）8 月例会 会員間交流事業 決算報告（案）について 
担当常任理事 専務理事 力石 優 
上程担当者  事務局⻑ 千葉千絵 

 
審議事項 
１）10 月例会 価値ある新時代で躍動する⻘少年育成事業開催（案）承認の件 

担当常任理事 副理事⻑ 高橋慶多 
上程担当者  未来共創委員会委員⻑ 紺野兼如 
関係理事退席 太田格道 

 
２）7 月例会 臨時総会 決算報告（案）承認の件 

担当常任理事 専務理事 力石 優 
上程担当者  財政局⻑ 竹ヶ原祥一 
関係理事退席 なし 

 
３）８月例会 会員間交流事業 決算報告（案）承認の件 

担当常任理事 専務理事 力石 優 
上程担当者  事務局⻑ 千葉千絵 
関係理事退席 なし 
 

報告事項 
１）理事⻑活動報告 報告者 理事⻑  国分 聡 
 

１１月定例理事会 

開催日時  令和元年 11 月 1 日（金）19 時 00 分〜 
会  場 十和田商工会議所 4 階会議室 
出席理事 太田格道、国分聡、中野隆生、高橋慶多、力石優、紺野兼如、千葉千絵、 

竹ヶ原祥一、小原達郎 
出席監事 舛舘大一、水尻和幸 
協議事項 
１）11 月例会 第 14 回定時総会開催（案）について 

担当常任理事 副理事⻑ 中野隆生 
上程担当者  副理事⻑ 中野隆生 

 
２）12 月例会 卒業式開催（案）について 
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担当常任理事 専務理事 力石 優 
上程担当者  専務理事 力石 優 

 
３）2020 年度（公社）十和田⻘年会議所 事業計画及び収支予算（案）について 

上程担当者  2020 年度理事⻑予定者 力石 優 
 

審議事項 
１）11 月例会 第 14 回定時総会開催（案）一部承認 

担当常任理事 副理事⻑ 中野隆生 
上程担当者  同上 
関係理事退席 なし 

 
２）12 月例会 卒業式開催（案）承認の件 

担当常任理事 専務理事 力石 優 
上程担当者  同上 
関係理事退席 なし 
 

報告事項 
１）理事⻑活動報告 報告者 理事⻑  国分 聡 
 

１１月臨時理事会 

開催日時  令和元年 11 月 14 日（木）19 時 00 分〜 
会  場 十和田商工会議所 5 階会議室 
出席理事 太田格道、国分聡、中野隆生、高橋慶多、力石優、千葉千絵、竹ヶ原祥一、 

小原達郎 
出席監事 舛舘大一、水尻和幸 
 
協議事項 
１）11 月例会 第 14 回定時総会開催（案）について 

担当常任理事 副理事⻑ 中野隆生 
上程担当者  副理事⻑ 中野隆生 

 
２）2020 年度（公社）十和田⻘年会議所 事業計画及び収支予算（案）について 

上程担当者  2020 年度理事⻑予定者 力石 優 
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審議事項 
１）11 月例会 第 14 回定時総会開催（案）承認の件 

担当常任理事 副理事⻑ 中野隆生 
上程担当者  副理事⻑ 中野隆生 
関係理事退席 なし 

 
２）2020 年度（公社）十和田⻘年会議所 事業計画及び収支予算（案）承認の件 

上程担当者  2020 年度理事⻑予定者 力石 優 
関係理事退席 なし 
 

報告事項 
１）理事⻑活動報告 報告者 理事⻑  国分 聡 
 

１２月定例理事会 

開催日時  令和元年 12 月 19 日（木）19 時 00 分〜 
会  場 十和田商工会議所 5 階会議室 
出席理事 太田格道、国分聡、中野隆生、高橋慶多、力石優、千葉千絵、竹ヶ原祥一、 

小原達郎、小関英賢、紺野兼如 
出席監事 舛舘大一、水尻和幸 
協議事項 
１）３月例会 会員育成事業 決算報告（案）について 

担当常任理事 専務理事 力石 優 
上程担当者  拡大開発局局⻑ 小原達郎 

 
２）８月例会 会員間交流事業 決算報告（案）について 

担当常任理事 専務理事 力石 優 
上程担当者  事務局⻑ 千葉千絵 

 
３）１２月例会 卒業式 決算報告（案）について 

担当常任理事 専務理事 力石 優 
上程担当者  同上 

 
４）４月例会 地域ビジネス活性事業 決算報告（案）について 

担当常任理事 副理事⻑ 高橋慶多 
上程担当者  未来共創委員会 委員⻑ 紺野兼如 
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５）６月例会 わんぱく相撲 決算報告（案）について 

担当常任理事 副理事⻑ 高橋慶多 
上程担当者  未来共創委員会 委員⻑ 紺野兼如 

 
６）１０月例会 ⻘少年育成事業 決算報告（案）について 

担当常任理事 副理事⻑ 高橋慶多 
上程担当者  未来共創委員会 委員⻑ 紺野兼如 

 
７）９月例会 十和田市秋まつり中日「お祭り広場」 決算報告（案）について 

担当常任理事 副理事⻑ 中野隆生 
上程担当者  ⽂化協働委員会 委員⻑ 小関英賢 

 
８）１１月例会 第１４回定時総会 決算報告（案）承認の件 

担当常任理事 副理事⻑ 中野隆生 
上程担当者  ⽂化協働委員会 委員⻑ 小関英賢 
 

審議事項 
１）３月例会 会員育成事業 決算報告（案）承認の件 

担当常任理事 専務理事 力石 優 
上程担当者  拡大開発局局⻑ 小原達郎 
関係理事退席 力石優 

 
２）８月例会 会員間交流事業 決算報告（案）承認の件 

担当常任理事 専務理事 力石 優 
上程担当者  事務局⻑ 千葉千絵 
関係理事退席 なし 

 
３）１２月例会 卒業式 決算報告（案）承認の件 

担当常任理事 専務理事 力石 優 
上程担当者  同上 
関係理事退席 なし 

 
４）４月例会 地域ビジネス活性事業 決算報告（案）承認の件 

担当常任理事 副理事⻑ 高橋慶多 
上程担当者  未来共創委員会 委員⻑ 紺野兼如 
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関係理事退席 直前理事⻑ 太田格道 
 
５）６月例会 わんぱく相撲 決算報告（案）承認の件 

担当常任理事 副理事⻑ 高橋慶多 
上程担当者  未来共創委員会 委員⻑ 紺野兼如 
関係理事退席 直前理事⻑ 太田格道 

 
６）１０月例会 ⻘少年育成事業 決算報告（案）承認の件 

担当常任理事 副理事⻑ 高橋慶多 
上程担当者  未来共創委員会 委員⻑ 紺野兼如 
関係理事退席 太田格道 

 
７）９月例会 十和田市秋まつり中日「お祭り広場」 決算報告（案）承認の件 

担当常任理事 副理事⻑ 中野隆生 
上程担当者  ⽂化協働委員会 委員⻑ 小関英賢 
関係理事退席 国分聡、太田格道、小原達郎 

 
８）１１月例会 第１４回定時総会 決算報告（案）承認の件 

担当常任理事 副理事⻑ 中野隆生 
上程担当者  ⽂化協働委員会 委員⻑ 小関英賢 
関係理事退席 なし 
 

報告事項 
１）理事⻑活動報告 報告者 理事⻑  国分 聡 
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